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スギ花粉症

は じ め に

内 外 を問 わず鼻 ア レ ルギ ー患者 の 増 加 が指摘

されて 久 し く,ま た ア レル ギー学 に おけ る基礎

的 研 究 とと もに,多 くの薬 物 治療 の発 展 には 目

ざま しい ものが ある.し かし実地 診 療 に お いて,

鼻 ア レ ルギ ーの発 症 に関 す る調査 と,そ れ の要

因 の分 析 は極 め て重 要 で あ るに かか わ らず 困難

で あ り,特 に予 防 医学 の 分野 に おい ては,な お

多 くの調査,研 究 の集 積 に また ねば な らない の

が 現状 で あ ろ う.

今回,当 科 外 来 を受 診 した鼻 ア レル ギー 患者

に関 して,主 と して外 来 にお け る諸検 査 の 成績

か ら患 者 の 実態 を調査 し,そ の結 果 を報 告 した.

対 象 と 方 法

昭和55年1月 か ら昭 和59年12月 まで の5年 間

に当科 外 来 を受 診 した 鼻 ア レル ギ ー患者, 826名

を対 象 と した.ア レ ルギ ー性 の 診断 に関 しては

患 者 をA群 とB群 に分 け た.

A群:鼻 ア レルギ ー の三 主徴(く しゃ み発 作,

水 様性 鼻漏,鼻 閉)を 示 す患 者 に対 し,す べ て,

 21種 類 の診 断 用 ア レルゲ ンエキ ス(鳥 居 薬 品),

即 ちハ ウス ダス ト,フ ル ワ タ,タ タ ミ,キ ヌ,カ

ポ ック,ソ バ ガ ラ,モ メ ン,ヨ ウモ ク,カ ンジ

ダ,ア ルテ ル ナ リア,ア スペ ル ギ ル ス,ク ラ ド

ス ポ リウ ム,ペ ニ シ リウ ム,ス ギ,ブ タ クサ,

ヒメガ マ,ア カマ ツ,ク ロマ ツ,ホ ウレ ンソ ウ,

カナ ム グ ラ,コ ンニ ャ ク)を 用 い て皮 内 テ ス ト

を施 行 し,紅 斑 径22mm以 上 の 陽 性 の者 を この

群 と した.そ の ほ か鼻 粘膜 誘 発 試験, RAST法

による特 異 的IgE抗 体 量 の測 定 に よつて ア レル

ゲ ンを最終 的 に確 定 した.ま た血 中好 酸 球 数,

血 清IgE抗 体 価,鼻 汁 中好 酸 球 数 の測 定,鼻 ア

レルギ ー患 者 に見 られ る特 有の 鼻腔 内所 見 な ど

を参 考 に して鼻 ア レルギ ー を診 断 した.

B群: A群 の診 断 に準 ず るが,受 診 時 以 前 に

皮 膚 テ ス トを施 行 した もの,あ るいは発 症 時 期,

その他 の 諸検 査,臨 床 症状 か ら,皮 内 テ ス トは

未 施 行 で は あ る が,鼻 ア レルギ ー と診 断 し得 た

もの をこの群 に入 れ た(表1).ま た鼻 ア レル ギ

ー 発症 の開 始 に関 して は,問 診 表 か ら得 た 結 果

を集計 した.

結 果

1.年 度 別,外 来 新 患 患 者 に おけ る鼻 ア レ ル

ギ ー患 者数

表2に 示 され る よ うに,昭 和55年 か ら59年 の

5年 間 に おけ る鼻 ア レルギー患 者 総数 は826名 で

表1.昭 和55年 ～59年 における

岡山大学耳鼻咽喉科外 来鼻アレルギー 患 者 数
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表2

図1　 年代別鼻ア レルギー分布(昭55～59年, 826例)

表3.受 診時年 令分布(%)

あり,新 患 総 数 に対 する比率 は5年 間平 均3.74%

で あ っ た.

2.受 診 時 の 年令 分 布

A, B両 群 に お け る,受 診 時 の 年 代 別鼻 ア レ

ル ギ ー患 者 数 を図1に 示 した. 10歳 代, 20歳 代

にほぼ 同 数 の ピー クが認 め ら れ,高 齢 にな る に

従 い漸 次減 少 の傾 向 を示 した. 9歳 以 下 の若 年

者 も125例(15.1%)と 比 較 的 多 い.ま た4歳 以

下 の幼 児 が14例(1.7%)受 診 して お り,最 年 少

者 は2歳 で あ っ た(表3).

3.性 差

鼻 ア レル ギ ー患 者826名 の うち男 性446名,女

生390名 で あ り,男 性 に多 い傾 向 が あ っ た.

4.年 度 別 ア レルゲ ン皮 内 反応 の推 移

鼻 ア レル ギー 患 者 の うち, 502名 に対 して21種

の ア レル ゲ ンを用 い て皮 内 テ ス トを行 なった.

表4に 年 度 別施 行例 数 を示 した が,特 に この5

年 間 に は年 次 的 増加 の傾 向 は 見 られ な か った.

しか し昭 和57年 に は鼻 ア レル ギ ー患 者 の 受 診 数

増 加 に伴 な い,皮 内 テ ス ト施 行 例 数 も増 加 して

い る.

ス ギ花 粉抗 原 によ る皮 内反 応 陽 性 率 は年 度 に

よ っ て増 減 が著 し く,昭 和56年 の19%に 対 して,

昭 和57年 で は30%と 急 増 して い た(表4).

5.抗 原 別,皮 内 反応 陽 性 率

21種 類 の 抗 原 を通年 性 ア レ ルゲ ン
,真 菌 類,

花 粉 類 の3グ ルー プ に分 け,そ の皮 内 反 応 陽 性

率 を示 した(図2, 3, 4).(な お コ ンニ ャ クの

頻 度 は 極 め て小 で あっ た の で 省略 した).ハ ウス

ダス ト陽 性 率 は74 .5%で あ り, 5年 間 に顕 著 な
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表4　 スギ,ヒ メガマにおける年度別皮内反応陽性率

図2　 皮内 テス ト陽性率(昭 和55～59年, 502例)

変 動 は 見 られ なかった.フ ル ワ タは約23%,キ

ヌは11.8%で あ り,こ れ らは頻 度 と しては比 較

的 大 で あった(図2).真 菌 類 で は カ ンジ ダ33.9

%,次 い で ア ルテ ル ナ リ ア,ア スペ ル ギ ルス の

順 に低 率 で あった(図3).花 粉 類 で は,ス ギ が

26%,ブ タクサ25%,ヒ メガマ18%,マ ツ類 は

約10%で あ った(図4).

6.各 ア レルゲ ンに おけ る性 別発 症 年 令

表5に ハ ウ ス ダス ト,ス ギ,ヒ メ ガマ,カ ン

ジダ皮 内反 応 陽性 者 に お け る発 症 年 令 を調 査 し

た結 果 を集 計 した もの を示 した.ハ ウス ダ ス ト

で は9歳 以 下 が男 性46.8%,女 性36.1%と 最 も

多 く,男 性 で は14歳 まで に,女 性 で は19歳 まで

に過 半 数 を越 えて い る.ス ギ で は男 性 は19歳 ま

で に,女 性 では24歳 まで にその過 半 数 が発 症 し

て いる.ヒ メガマ で は男 女 と も10歳 代 に ピー ク

図3　 真菌類皮内テスト陽性率(昭55～59年, 502例)

図4　 各種花粉の皮内テスト陽性 率(昭55～59年, 502例)

が認 め られ,漸 次 高 年 令 にな る に従 い減 少 の 傾

向 が 見 られ る.カ ンジ ダで は男 性 は9歳 以 下,

女性 で は20歳 代, 30歳 代 に頻 度 が 高 かった.

また発 症 平 均 年令 はハ ウ ス ダス トで は,男 性

15.5歳,女 性19.6歳 で あ り,男 性 にお い て 若 干

低 年齢 で 発 症 してい る.ヒ メ ガ マで は男 性21.4
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表5.各 ア レルゲ ンにおけ る性別発症年 令分布(%)

図5　 スギ花粉症月別新患受診数(昭 和55～59年)

図6　 スギ花粉症の年令別頻度(昭55～59年, 130例)

歳,女 性19.1歳 で あり,カ ンジダで は,男 性20.9

歳,女 性22.1歳 で あ った,

7.ス ギ 花 粉 症 患 者

表2に 示 され る よ うに各 年,全 鼻 ア レル ギー

患 者 の12-19%(平 均15.7%)が ス ギ花 粉症 で

あった.こ れ ら130名 の ス ギ 花 粉 症 新 患 患 者 の

うち,男 性65名,女 性65名,で 性 差 は見 られな

か っ た. 5年 間 にお け る月別 患 者 数 は3月 に最

も高 い ピー ク を示 し,次 第 に減 少 して い る が,

 3, 4, 5月 の3ヵ 月 間 に全 体 の60%が 受 診 し

て い た(図5).こ れ らの患 者 に お ける年 齢 別頻

度 は,そ の 約35%が20歳 代 で あ り, 9歳 以 下 の

若 年 者 が7%を 占め た(図6).ま た特 に この5

年 間 に おい て若 年化 の傾 向 は認 め られ なかった.

8.血 中 好酸 球 数

殆 ん どの 患者 に対 して血 中好 酸 球 数 を検査 し

て い る が,集 計 の結 果,好 酸 球 数6%以 上 の者

は46.4%, 8%以 上 の 者 は26.6%で あ った,ま

た スギ 花粉 症 にお い て6%以 上 の 好 酸 球 数 を示

す もの は44.3%,ヒ メガマ で は32.5%,そ の 他

50.3%で あ った.

考 察

岡 山 大 学耳 鼻 咽喉 科 外 来 を受 診 した 患者 の大
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多 数 は,岡 山 市 を中心 に周 辺 の 市街 地 に居住 し

て い る.岡 山 市 は瀬 戸 内海 に面 した 中都 市 で あ

り,い わ ゆ る工 業都 市 や,交 通 量 の極 め て 多 い

大 都 市,森 林 に隣接 した都 市 な ど と比 較 すると,

各 植物 の植 生 や住 民 の生 活環 境 にお い て若干 の

差 が見 られ るが,全 国 的 にみ る とほ ぼ平 均 的 な

中都 市 と云 える.

従 来 の報 告 に よれ ば鼻 ア レル ギー 患者 の 受診

率 は年 年 増加 の傾 向 が あ る こ とが指 摘 されて い

る1～5).東 らによ れ ば6),昭 和46年 から55年 ま

で の10年 間 の外 来 患者 総 数 に対 す る鼻 ア レル ギ

ー患者 数の 増加 が 報告 され て おり昭和46年 に比

べ 昭和55年 では,患 者 数 は2.9倍,外 来 患 者総

数 に対 する比 率 で は, 4.86%, 2.3倍 に なった と

記 載 してい る.一 方,小 山 らの統 計 では7),昭 和

53年 か ら56年 の間 で は著 明 な増 加 は 見 られ てい

な い.当 科外 来 にお け る鼻 ア レルギ ー 患者 の 占

め る比 率 は 平均3.74%で あり(表2),従 来 の 報

告1,6)に 比 べ ると低 率 の傾 向 がある.特 に年 次推

移 において 増加 は認 め られ なかつた.し か し,昭

和57年, 59年 にお け る比 率 に見 られ る よ うに,

この 両年 は全 国的 に スギ飛 散 花粉 数 の 多 い,ス

ギ花 粉症 患 者 多発 の 年 で あ った こ とか ら,当 地

方 に も患者 数 にお い て若干 の影響 が見 られ た こ

とが考 え られた.ち なみ に,ス ギ花 粉 皮 内反 応

陽 性 者 の推 移 にお い て も,こ の傾 向 は認 め られ

た(表4).若 年 化 の傾 向 は 認 め られ な かっ た

(表3). 2-4歳 までの幼 児 の鼻 ア レル ギ ー 患

者 の各 年受 診 率 は, 1-2%で あ り(表3),ま

た5-9歳 の 受診 率 は約13%, 20歳 代 まで に過

半数 の 患者 が受 診 して い る(図1),

性 差 は男 性446名,女 性390名 で あり,男 性 に

多 い傾 向 が あ った.

皮 内 テス トにお け るハ ウス ダ ス トの陽 性 率 に

つ い て,奥 田8)は72.4%,打 越 ら9)は56.4%,

東 ら6)は58.1%と して い る が,今 回 我 々 の調査

で は,ハ ウス ダ ス トは74.5%と 比較 的 高率 で あ

り奥 田 の報 告 に近 い値 と なっ た.

そ の 他,花 粉 類 で は ス ギ25.9%,ブ タク サ

24.5%,ヒ メ ガマ17.9%,ア カマ ツ,ホ ウ レ

ン ソ ウ,ク ロマ ツ,カ ナ ム グ ラ は お の おの4-

6%で あ り,ス ギ,ブ タク サ,カ ナ ム グ ラで

は 従 来 の報 告 の 記 録 と大 差 は 見 ら れ な か っ た

が,当 科 で は ヒ メガマ,マ ツ類 がや や 高率 の 傾

向 を示 した.

ハ ウス ダ ス トの各 年 代 にお け る発 症 の傾 向 は

全 国 的傾 向 とほ ぼ 類似 して い る が,特 に ヒメ ガ

マで は10歳 代 の学 令期 に男 女 ともピー クが 認 め

られた.

血 中 好酸 球 数 で は,東 らは6%以 上 は51.6%

と報 告 して い るが,我 々の 結果 では46.4%で あ

っ た.

ま と め

昭和55年1月 か ら59年12月 まで の5年 間 に岡

山大 学 耳鼻 咽 喉科 を受 診 した鼻 ア レ ルギ ー患 者

826名 に つ い て,諸 種 の ア レ ルギ ー テ ス トを初

め とす る臨 床 検 査,問 診 の 結 果 を集 計 し,以 下

の成 績 を得 た.

1.従 来 の報 告 に比 較 し,外 来新 患 患者 総 数

に対 す る鼻 ア レルギ ー新 患 患 者 の比 率 は低 率 の

傾 向 が あ り,特 に年次 的 に は増加 の傾 向 は認 め

られ な か った.

2.明 ら かな若 年 化 の傾 向 は認 め られ なか っ

た が, 20歳 代 まで に過 半 数 の 患者 が受 診 して い

た.

3.抗 原 別 皮 内 反 応 陽 性 率 で は,ハ ウ ス ダ

ス ト陽 性 率 は74.5%,ス ギ26%,ブ タク サ24

%,ヒ メ ガ マ18%,マ ツ 類10%で あ っ た.

特 にス ギ で は年度 に よ る増 減 に著 しい差 が見 ら

れ た.

4.ハ ウ ス ダス トの発 症 平 均 年 齢 は,男 性

15.5歳,女 性19.6歳, 9歳 以 下 の 発 症 者 は

男 性46.8%,女 性36.1%で 最 も 多 く,男 性 は

14歳 まで に女 性 で は19歳 まで に,そ の過 半数 を

占め た.

5.ス ギ 花粉 症 にお い ては性 差 は認 め られ な

かっ た.特 に5年 間 にお い て,若 年 化 の 傾 向 は

認 め られ な かった. 20歳 代 に ピー クが あ り, 9

歳 以下 の若 年者 は6.9%を 占め た.

稿 を終 るに際 し,本 調査 に対 して耳鼻咽喉科 教室

員各位の 多大 な御協 力に感謝 の意 を表 します.

本論文の要 旨は第11回 日耳鼻 中国地 方部 会連合会

学術講演会 において 口演 した.
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Clinical study of nasal allergy
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Eight hundred twenty-six patients with allergic rhinitis were clinically analyzed in our 

clinic from 1980 to 1984. The incidence of this disease did not increase in relation to the 

number of outpatients. More than half of the allergic patients visited our clinic before reach

ing the age of 20. Intracutaneous tests to housedust and Japan ceder were positive in 74.5% 

and 26.0% patients, respectively. In more than half of the patients positive to house dust 

allergen, the onset of allergic symptoms occurred by the time the patients were 14 (male) and 

19 (female) years old.


